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For investigating the relationship between the Confucius Institute of Al Azhar University of 
Indonesia and the universities founded by local Chinese, the author conducted a survey of Bina 
Nusantara University and Bunda Mulia University. The Chinese Departments of both 
universities are helped by the Confucius Institute and the teachers of both universities use the 
Confucius Institute Scholarship to study in China. Also, the Confucius Institute received 
financial assistance from local Chinese entrepreneurs when being established. However, due 
to the anti-China movement in Indonesia’s history, development of the Confucius Institute is 
politically sensitive and there is no policy preference for universities founded by local Chinese. 
The Confucius Institute has promoted Chinese language teaching while not conflicting 














インドネシアは 1950 年 4 月 13 日に中国と国交を回復し、1949 年に建国した中華人民共和国と最も
早く国交回復を実現した東南アジアの国である。しかし、1965 年「9 月 30 日事件」により、1967 年
に国交を断絶した。60 年代後半以後、実に 30 年にわたり華語・漢語の使用は禁止され、長い空白期
が存在した（大塚, 2015: 50）。インドネシアと中国は 1990 年に国交を再び回復した。2005 年 4 月の
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「バンドン会議」に出席した当時の中国の胡錦涛国家主席が、「中国とインドネシアの戦略的なパー
トナー関係」を宣言したことにより、インドネシアと中国は協力関係において重要な一歩を踏み出し
た。2010 年、中国はインドネシアとの国交回復 60 周年をきっかけに、中国と ASEAN との自由貿易
協定が正式にスタートした。2013 年には中国が「21 世紀海上シルクロード」の戦略構想を打ち出し、







































前述したように、中国はインドネシアとの協力関係が深まる中、2007 年 9 月、インドネシアに初め
ての孔子学院「ジャカルタ中国語教育センター孔子学院」を誕生させた（姜, 2011: 13）。ジャカルタ中















る文学部は、アラビア語、中国語、英語、日本語の 4 つの学科を有する。 
アル・アザール大学孔子学院は設立当初の 2011 年から 2012 年の間、孔子学院の施設の整備、教員
養成プログラムの設立のために、インドネシアの華僑である黄双安氏から 25.2 万ドルの援助を受けた

















2010 年、中国とインドネシアは国交 60 周年に際して、前述したアル・アザール大学孔子学院を含
め、6 校の孔子学院が同時に創設の契約を結んだ 10。その後、2019 年に 7 番目のスブラス・マレット
大学孔子学院が誕生した。現在は、首都のジャカルタにあるアル・アザール大学をはじめ、ジャワ島、
カリマンタン島、スラウェシ島にそれぞれ設置されている。アル・アザール大学を含め、孔子学院の



















初は生徒 237 人、教職員 17 人だったが、1956 年に、生徒は 950 人、教師 20 人となり、卒業生は現地
の大学または専門学校に進学し、現地の商工業界に勤務するか、または台湾や欧米の大学に進学した









業生を送り出し、彼らはインドネシア各島の華人学校の教員となった。しかし、翌年の「9 月 30 日事
件」の影響で閉校の憂き目に遭った。 





「かくして 30 年の時間の経過の中で、40 歳以下の華人は基本的に華語を理解できない状況が生まれ









ると、1979 年に 2.328％（75 万 4497 人）、1989 年に 7.93％（156 万 8450 人）であった（UIS UNESCO）。
この時期に設立された華人系大学がビナ・ヌサンタラ大学である。90 年代に入ると、国策大綱（Garis-
Garis Besar Haluan Negara 1993-1998）では、「リンク・アンド・マッチ」政策が掲げられ、労働市場や

















ビナ・ヌサンタラ大学（英語名：Bina Nusantara University、中国語名：建国大学）は 1981 年にジャ








現在、52 プログラムに 42,306 人が在籍しており、中文学部中国語学科には 317 名が在籍している。
中国経済の好調の影響により、中国語の需要が高まり、在籍学生は、華人以外の学生も多くなってき
ている 13。中文学部中国語学科は 2002 年に創設された。学部 3 年生から 2 専攻が開設され、一つは企
業人材養成のためのビジネス中国語、もう一つは中国語教員養成となっている。卒業要件である 144
単位のうち、大学および教育学部の必修科目が多く（英語・第二外国語 6 単位、公民教育、起業）、中
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として発足し、1985 年に慈育学校を設立、1990 年に慈育基金会を設立した。1995 年にはコンピュー














が華人と思われる。卒業後は、他学科の学生よりも 3 倍から 5 倍の高給で企業に雇われている 19。 
2005 年設立当初、浙江大学の協力があり（葉, 2018: 234）、カリキュラム開発の助言から教授・講師
の派遣まで支援を受けた 20。支援の内容は資金ではなく、知識と人材という意味での支援であると言












































1) 中矢礼美・劉国彬「インドネシアにおける華人系大学の特徴」第 14 回アジア教育学会大会（名古





4) 前掲、2019 年 11 月 2 日に第 14 回アジア教育学会大会で行った口頭発表資料。 





7) 2019 年 9 月 19 日にアル・アザール大学孔子学院の教員に対して行ったインタビューによる。 
8) 2019 年 9 月 19 日にアル・アザール大学孔子学院の肖忠祥（学院長）氏に対して行ったインタビュ
ーによる。 
9) 「印尼阿拉扎大学孔子学院創辦 10 年成績受多方肯定」中国新聞網、2020 年 12 月 24 日。 
https://baijiahao.baidu.com/s?id=1686914870868847353&wfr=spider&for=pc （2020 年 12 月 25 日閲覧） 








12) 前掲、2019 年 11 月 2 日に第 14 回アジア教育学会大会で行った口頭発表資料。 





ュニケーション能力を測るためである。HSK は HSK（1 級）、HSK（2 級）、HSK（3 級）、HSK（4
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級）、HSK（5 級）、HSK（6 級）の 6 段階があり、6 級は最上級レベルである。 
15) 前掲、アル・アザール大学孔子学院の教員に対して行ったインタビューによる。 
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